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単純ヘルペスウイルス 1型感染症に対するプロポリスの有効性の検討
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【目的と意義】サプリメントとしてのプロポリスのウイルス感染症に対する有効
性を検討するため、マウスの単純ヘルペスウイルス 1型(HSV-1)経皮感染系を用い
て、15 種のプロポリスからHSV-1 感染に有効な 4種(AF-05, 06, 07, 08)を選択し、
これら 4種の HSV-1 感染症に対する有効性を in vitro と in vivo で解析した。 
【材料と方法】4 種のプロポリスの成分パターンを HPLC で解析した。プラーク減
少法を用いて抗 HSV-1 活性を検討した。HSV-1 7401 H 株を経皮感染したマウスに、
プロポリス（15 種類、10 mg/kg）を経口投与(1 日/3 回/6 日間)し、皮膚病変の進
展度、延命効果を、また、感染 5日目に皮膚、脳のウイルス量を検討した。一方、
感染4日目に、プロポリス投与マウスのfootpadにUV不活化HSV-1抗原を接種し、
経時的に足の腫脹を計測して遅延型過敏反応を評価した。プロポリス投与あるい
は非投与感染マウスから調整した脾細胞を用いてプロポリスの存在下あるいは非
存在下で HSV-1 抗原刺激による IFN-γ産生を検討した。 
【結果および考察】1)4 種のプロポリスは皮膚病変の進展を有意に遅延した。2) 
HPLC 成分パターン解析より、AF-06, 07, 08 に着目した。3) AF-07 と 08 は、皮膚
あるいは脳でのウイルス量を有意に減少した。4) AF-08 だけに in vitro での抗
HSV-1 活性が認められなかった。5) AF-06 と 08 投与は遅延型過敏反応を増強した。
6）AF-08 投与群の脾細胞では、HSV-1 抗原刺激による IFN-γ 産生が有意に増加し
た。7)非投与感染マウス脾細胞では、AF-06 存在下で HSV-1 抗原刺激による IFN-γ
産生が有意に増加した。以上の結果、AF-07 は主に直接的な抗 HSV-1 活性により、
また、AF-06 では成分そのものが、AF-08 では成分代謝物が、それぞれ遅延型過敏
反応を亢進して治療効果を示したと考えられた。


